
ペット用の避難用品や備蓄品
今からはじめよう！

ペットといっしょに

防災対策

□ 飼い主の連絡先と緊急連絡先等の情報
□ ペットの写真
□ ワクチン接種状況、既往症、健康状態、

かかりつけの動物病院などの情報
※リーフレット裏面の情報シートをご活用ください。

情報

□ タオル
□ ブラシ
□ ウェットタオルや清浄綿
□ ビニール袋
□ お気に入りのおもちゃなど匂いがついた用品
□ 洗濯ネットなど（猫の場合）
□ ガムテープやマジック

その他ペット用品

【参考資料】
「災害、あなたとペットは大丈夫？人とペットの災害対策ガイドライン（一般飼い主編）」
発行 環境省（平成30年9月）

□ 療法食、薬
□ ペットフード、水
□ キャリーバッグやケージ
※避難所では持参したケージ等に入れて飼育します。

□ 予備の首輪、リード（伸びないもの）
□ ペットシーツ
□ 排泄物の処理用具
□ トイレ用品
※猫の場合は使い慣れた猫砂、または使用済猫砂の一部

□ 食器

動物の健康や命に係わるもの

□ 「待て」「お座り」などの基本的なしつけをする
□ ケージの中に入ることを嫌がらないように慣らす
□ 不必要に吠えないようにしつける

□ 人や他の動物を怖がったり、攻撃的にならないよ
うに慣らしておく

□ 決められた場所で排泄ができるようにする

□ 狂犬病予防接種（義務）に加え、各種ワクチンを
接種する

□ 犬フィラリアやノミ・ダニなどの寄生虫を予防、
駆除する

□ シャンプーやトリミングにより身体を生活に保つ

□ 不妊処置を行う

□ ケージの中に入ることを嫌がらないように慣らす
□ 人や他の動物を怖がらないように慣らしておく
□ 決められた場所で排泄ができるようにする
□ 各種ワクチンを接種する
□ 寄生虫を駆除する
□ 不妊処置を行う
□ できる限り室内で飼養する

（公園・小中学校の校庭など）

大規模火災等の危険がある場合
には に移動

自宅で生活が
できなければ
避難所で生活

（小中学校・
コミュニティ・センターなど）

ペットは原則、屋外の指定さ
れたスペースで飼育・管理し
ます。

※同行避難の対象となる動
物は、特定動物及び特定外
来生物を除く、犬及び猫な
どの小型家庭動物とし、家
畜を除きます。

自宅に留まり、周囲の様子を確認

自宅とその周囲の安全が
確認できたら帰宅

避難所でペットが
少しでもストレスなく
過ごせるように

日頃からの備えが重要です。

三鷹市防災キャラクター
じじょまる

地震だ！
まず、
身の安全

「家族で話し合い」をしたり、
「地域の防災訓練に参加」
したりすることも大切です。

犬の場合

猫の場合

□ 首輪と連絡先を書いた迷子札
□ 鑑札、最新の狂犬病予防注射済票

※飼い犬は狂犬病予防法により鑑札の装着、年１回
の狂犬病予防注射をしたことの証明となる注射済票
の装着が義務付けられています。

□ マイクロチップ
※挿入した際は必ず、（公社）日本獣医師会に飼い
主情報や動物情報を登録する必要があります。

□ 首輪と連絡先を書いた迷子札
□ マイクロチップ

※挿入した際は必ず、（公社）日本獣医師会に飼い
主情報や動物情報を登録する必要があります。

大地震発生時の
基本的な流れ

なし

あり

犬の場合

猫の場合



写真

名前(呼び名) 生年月日

性別 オス・メス 不妊処置 未・済

種類

毛色 体重

ﾏｲｸﾛﾁｯﾌﾟ
番号

ﾜｸﾁﾝ接種

年 月 日 (種類 )

年 月 日 (種類 )

年 月 日 (種類 )

犬の場合
鑑札番号

最終の狂犬病予防注射 年 月 日

既往症

(持病・薬)

性格

飼い主の情報

氏名

住所

電話番号

かかりつけの動物病院

病院名

電話番号

ペットといっしょに

防災対策
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避難動物は、飼い主の責任で、指定され
た場所で逃げたりしないように飼育・管
理してください。
※避難所建物内は原則、ペットの連れ込みは禁
止です。

飼育場所や施設は、飼い主の責任で常に
清潔な状態を保つようにしてください。

避難者の中には動物の苦手な方もいらっ
しゃいますので、他の方への迷惑になら
ないよう心がけ、苦情や危害の発生防止
に努めてください。

排泄などは指定場所で行い、また排泄物
の処理も確実に行ってください。

腐敗・悪臭の発生防止のため、食事は時
間と量を決めて与えるようにしてくださ
い。

ノミやダニなどの病害虫の発生防止のた
めに、定期的に決められた駆除剤を使用
してください。

運動やブラッシングなどは、屋外の決め
られた場所で行ってください。

令和元年10月

三鷹市総務部防災課
（公社）東京都獣医師会武蔵野三鷹支部

避難所では多くの人たちが共同生活を送っ
ていますので、同行避難された皆様は、他
の避難者の方に迷惑のかからぬよう、飼育
ルールを守って避難所での生活を送ってく
ださい。

ペットや飼い主の情報を記入して、防災グッズなど
と一緒に保管しておきましょう。


